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今
国
会
中
で
の
「
人
権
委
員
会
設
置
法

案
」
の
成
立
を
め
ざ
し
て
、
二
〇
一
二
年
度

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
第
二
次
中

央
集
会
が
七
月
十
八
日
（
水
）
、
憲
政
記
念

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
約

六
〇
〇
人
が
参
加
し
、
鳥
取
県
実
行
委
員
会 

か
ら
も
各
市
町
村
の
教
育
長
や
副
町
長
、 

             

      

行
政
担
当
者
、
部
落
解
放
同
盟
県
連
の
関
係

者
な
ど
合
計
二
十
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
中
央
実
行
委
員
会
清
水
事
務

局
次
長
か
ら
「
人
権
委
員
会
設
置
法
案
の
成

立
に
向
け
最
大
の
山
場
を
む
か
え
て
い
る
。

政
府
与
党
に
閣
議
決
定
を
迫
り
、
法
案
を
国

会
に
上
程
さ
せ
、
会
期
末
の
９
月
８
日
ま
で

に
何
と
し
て
も
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
長
年
の
懸
案
で
あ
る
人
権
救
済
制
度

の
確
立
を
何
と
し
て
も
勝
ち
取
ろ
う
」
と
い

う
開
会
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

各
政
党
の
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、「
人
権

委
員
会
設
置
法
案
」
の
制
定
に
向
け
「
成 

立
に
向
け
機
は
熟
し
た
」、「
国
会
に
提
出

し
て
も
ら
え
れ
ば
、
必
ず
成
立
さ
せ
る
」、

「
反
対
す
る
の
は
一
部
議
員
で
あ
り
、
大

多
数
は
良
識
が
あ
る
」
な
ど
、
政
府
・
与

党
の
決
断
、
閣
議
決
定
を
早
期
に
求
め
る

声
が
あ
い
つ
ぎ
ま
し
た
。 

松
岡
徹
事
務
局
長
の
基
調
提
案
で
は
、 

          

         

政
権
交
代
以
降
、
鳩
山
・
菅
・
野
田
内
閣

は
「
人
権
侵
害
救
済
法
」
の
制
定
に
向
け

積
極
的
な
発
言
を
行
い
、
昨
年
に
は
、
法

務
省
政
務
三
役
名
で
「
新
た
な
人
権
救
済

機
関
の
設
置
に
つ
い
て
」
が
発
表
さ
れ
る

と
と
も
に
、
本
年
２
月
に
は
、 
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に
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悪
質
な
差
別
や
人
権
侵
害
の
被
害
者
を

救
済
す
る
法
律
・
制
度
の
確
立
に
向
け
て
、

昨
年
か
ら
の
国
の
動
き
と
通
常
国
会
中
の

法
成
立
に
お
け
る
状
況
を
踏
ま
え
、
二
〇

一
二
年
六
月
十
三
日
（
水
曜
日
）、
部
落
解

放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
鳥
取
県
実
行
委 

              

      

員
会
に
よ
る
法
務
省 

谷 

博
之
法
務
副

大
臣
へ
の
要
請
行
動
が
昨
年
に
続
き
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
の
要
請
行
動
に
は
、
中
田
幸
雄
実

行
委
員
会
副
会
長
（
部
落
解
放
同
盟
県
連

委
員
長
）、
を
は
じ
め
鳥
取
市
、
倉
吉
市
、 

              

      

八
頭
町
、
岩
美
町
、
日
吉
津
村
の
実
行
委 

員
会
担
当
者
が
参
加
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
湯
原
俊
二
衆
議
院
議
員
、
中
央

実
行
委
員
会
か
ら
は
、
松
岡
徹
中
央
実
行

委
員
会
事
務
局
長
も
同
席
し
ま
し
た
。 

要
請
で
は
、
中
田
副
会
長
か
ら
谷
副
大

臣
へ
要
請
書
が
手
渡
さ
れ
、「
現
在
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
差
別
情
報
の
氾

濫
や
戸
籍
の
不
正
取
得
事
件
、
同
和
地
区

を
問
い
合
わ
せ
る
行
為
な
ど
部
落
差
別
が

存
在
す
る
中
で
、
関
係
機
関
・
団
体
に
よ

る
削
除
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
鳥
取
・
大

阪
・
滋
賀
の
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
を
利
用

し
た
差
別
的
な
地
図
が
公
開
さ
れ
た
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
地
図
情

報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
コ
ピ
ー
が
繰

り
返
さ
れ
、
い
ま
も
拡
散
さ
れ
続
け
て
い

る
。」、「
地
図
作
成
の
目
的
は
、
差
別
が
あ

る
か
な
い
か
を
確
か
め
る
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
二
〇
〇
九
年
九
月
か
ら
掲
載
し
て 

          

      

い
る
が
こ
の
地
図
を
利
用
し
て
差
別
さ
れ

た
と
い
う
報
告
や
差
別
に
利
用
し
た
と
い

う
報
告
は
な
い
と
作
成
者
は
主
張
し
て
い

る
。」、「
ま
た
、
も
し
被
害
者
が
明
ら
か
に

な
っ
た
場
合
ど
う
責
任
を
取
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
に
対
し
て
は
、
そ
れ
は
差
別
を

す
る
人
間
が
悪
い
の
で
あ
っ
て
、
自
分
に

は
責
任
は
な
い
と
い
う
開
き
直
っ
た
態
度

を
と
っ
て
い
る
。」、「
こ
の
地
図
や
戸
籍
謄

本
等
の
不
正
取
得
事
件
な
ど
、
当
事
者
が 
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わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
差
別
が
行
わ
れ
て

い
る
。
差
別
さ
れ
た
被
害
者
は
そ
の
事
実

が
わ
か
ら
な
い
。」、「
こ
れ
ま
で
の
常
識
を

覆
す
確
信
的
差
別
行
為
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
に
、『
人
権
委
員
会
設
置
法
案
』
を

何
と
し
て
も
今
国
会
中
に
成
立
さ
せ
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
強
い
要
請
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

ま
た
、
松
岡
中
央
実
行
委
員
会
事
務
局

長
か
ら
は
、「
同
和
地
区
出
身
な
ど
社
会
的 

に
被
差
別
の
立
場
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と 

し
て
も
差
別
さ
れ
な
い
社
会
を
私
た
ち
は 

め
ざ
し
て
い
る
。
情
報
を
差
別
の
道
具
と

し
て
利
用
で
き
な
い
た
め
に
も
法
制
度
の

確
立
が
必
要
で
あ
る
。」、「
現
在
の
民
主
党

を
中
心
と
し
た
政
権
の
下
で
法
案
を
閣
議

決
定
し
、
成
立
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
要
請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

谷 

博
之
法
務
副
大
臣（
参
議
院
議
員
、

栃
木
県
）
か
ら
は
、「
昨
年
十
月
に
も
要
請

を
い
た
だ
い
た
。
法
務
省
と
し
て
も
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
。」 

「
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
の
行
為
は
ま
っ
た

く
許
せ
な
い
行
為
で
あ
る
。」、 

「
政
務
三
役
の
中
で
自
分
が
人
権
・
同
和

問
題
の
担
当
で
あ
る
。
自
分
の
任
期
中
に

必
ず
実
現
し
た
い
。」、 

「
こ
の
法
案
は
長
い
間
の
懸
案
で
あ
り
、

歴
代
法
務
大
臣
は
総
理
か
ら
法
制
定
に
向

け
支
持
を
受
け
て
い
る
。
成
立
に
向
け
て

全
力
で
最
後
ま
で
が
ん
ば
り
た
い
。」と
い

う
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

  
 

❋
❋
❋ 

❋
❋
❋ 

❋
❋
❋
❋ 

法
務
省
の
要
請
に
先
立
っ
て
、「
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
関
連
法
案
」
の
集
中
審

議
で
騒
然
と
す
る
国
会
内
に
お
い
て
、
民

主
党
副
幹
事
長
で
あ
り
陳
情
要
請
対
応
本

部
副
本
部
長
の
大
島
九
州
男
参
議
院
議
員

（
全
国
比
例 

福
岡
県
）
に
要
請
を
行
い 

ま
し
た
。 

           

大
島
議
員
か
ら
は
、「
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ

プ
の
件
は
非
常
に
悪
質
で
あ
る
こ
と
を
聞

い
て
い
る
。
差
し
止
め
請
求
な
ど
法
的
な

対
応
も
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。」、「
今
法
務

省
が
提
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
法
案
は
、

人
権
員
会
設
置
法
案
と
い
う
名
称
で
マ
ス

コ
ミ
条
項
や
罰
則
規
定
な
ど
は
設
け
な
い

な
ど
、
以
前
自
民
党
時
代
に
出
さ
れ
た
も

の
と
は
違
う
も
の
で
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
部
分
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。」、「
全
力
で
法
案
を
出
せ
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
。」と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
。 
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 （
１
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）「
人
権
委
員
会
設

置
法
案
（
仮
称
）
の
骨
子
（
案
）」
が
示
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
本
年
４
月
～
５
月
に
か

け
て
２
波
の
各
都
府
県
実
行
委
員
会
に
よ

る
国
会
議
員
要
請
行
動
、
ま
た
、
福
岡
県

実
行
委
員
会
に
よ
る
東
京
集
会
と
要
請
行

動
、
鳥
取
県
実
行
委
員
会
に
よ
る
法
務
副

大
臣
へ
の
要
請
行
動
が
展
開
さ
れ
、ま
た
、

六
月
十
四
日
に
は
、
緊
急
の
２
０
１
２
年

度
第
１
次
中
央
集
会
を
開
催
し
、
民
主
党

城
島
国
対
委
員
長
、
齋
藤
内
閣
官
房
副
長

官
、
滝
法
務
大
臣
へ
の
要
請
行
動
が
行
わ

れ
た
。 

第
１
次
中
央
集
会
後
に
、
国
会
会
期
は

９
月
８
日
ま
で
七
十
九
日
間
の
大
幅
延
長

が
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
「
人

権
委
員
会
設
置
法
案
」（
仮
称
）
の
閣
議
決

定
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
個
別
案
件
の
法

案
は
先
月
以
来
す
べ
て
委
員
会
等
開
催
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
法
制
定
に
向

け
て
最
大
の
山
場
を
迎
え
た
国
会
状
況
を

踏
ま
え
て
、
政
府
・
与
党
に
対
し
て
今
月

中
に
も
早
急
に
「
人
権
委
員
会
設
置
法
案

（
仮
称
）」
の
閣
議
決
定
を
行
い
、
法
案
を

国
会
上
程
さ
せ
、
今
国
会
中
に
成
立
を
求

め
る
要
請
を
国
会
議
員
へ
強
く
求
め
る
行

動
を
行
う
こ
と
が
訴
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
鳥
取
県
実
行
委

員
会
と
し
て
、
鳥
取
県
、
秋
田
県
選
出
の

国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
を
行
っ
た
。 

       

  

    

通
常
国
会
会
期
末
を
控
え
た
六
月
十
四

日
（
木
）、
悪
質
な
差
別
や
人
権
侵
害
の
被

害
者
を
救
済
す
る
た
め
の
「
人
権
委
員
会

設
置
法
案
」
の
今
国
会
で
の
成
立
を
め
ざ

し
て
、「
人
権
委
員
会
設
置
法
案
」
の
成
立

を
求
め
る
緊
急
中
央
集
会
が
東
京
・
星
陵

会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
全
国
か
ら
約
五

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
集
会
の
あ
い
さ

つ
・
基
調
提
案
で
は
、「
野
田
首
相
も
法
制

定
の
支
持
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

い
ま
だ
に
閣
議
決
定
も
な
さ
れ
て
い
な
い

状
況
を
踏
ま
え
、
政
府
責
任
と
し
て
す
く

な
く
と
も
継
続
審
議
に
持
ち
込
む
必
要
が

あ
る
。」、「
そ
の
た
め
に
、
今
日
の
衆
参
国

会
議
員
・
各
政
党
・
法
務
大
臣
・
首
相
官

邸
へ
の
要
請
行
動
は
大
変
重
要
。」で
あ
り
、

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。来
賓
あ
い
さ
つ
で
も
民
主
党
、

自
民
党
、
公
明
党
、
社
会
民
主
党
、
み
ん

な
の
党
の
代
表
者
か
ら
法
制
定
に
向
け
全

力
で
が
ん
ば
り
た
い
と
い
う
決
意
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

    

今
回
の
集
会
に
は
、
鳥
取
県
か
ら
は
鳥

取
市
、
倉
吉
市
、
岩
美
町
、
八
頭
町
、
智

頭
町
、
日
吉
津
村
の
副
町
長
や
行
政
担
当

者
、
解
放
同
盟
県
連
関
係
者
な
ど
十
数
人

が
参
加
し
、
集
会
終
了
後
、
鳥
取
県
・
秋

田
県
選
出
衆
参
国
会
議
員
十
三
人
へ
法
成

立
に
向
け
て
要
請
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。 

               


